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９ その他
 申請内容の変更 有資格者は、次の事項に
変更があった場合は、速やかに別記３に掲げ
るウェブサイトにアクセスし、必要事項を入
力の上で次の添付書類を送信するか、又は「競
争参加資格審査申請書変更届（物品製造等）」
（以下「変更届」という。）に次の添付書類を
添え、持参又は郵送等を行うこと。
なお、変更届の入手方法及び提出方法につ
いては、本公示３［競争参加資格の申請］に
示すものと同様とする。
ア 「住所」、「商号又は名称」又は「代表者
氏名」の場合
 資格審査結果通知書
 登記事項証明書（法人の場合）又は変
更項目を確認できる書類（個人の場合）

イ 「競争参加を希望する地域」、「営業所」
の場合
 資格審査結果通知書
ウ 「希望する資格の種類」又は「調達する
物品等（営業品目）」の場合
 資格審査結果通知書
 登記事項証明書（法人の場合）
エ 「希望する資格の種類」に「物品の製造」
を追加する場合
 資格審査結果通知書
 登記事項証明書（法人の場合）
 直近の財務諸表
オ その他の事項の場合 本公示３の申請を
改めて行うこと。

別記１ 資格が有効となる各省各庁
衆議院、参議院、国立国会図書館、最高裁判
所、会計検査院、内閣官房、内閣法制局、人事
院、内閣府本府、宮内庁、公正取引委員会、警
察庁、個人情報保護委員会、カジノ管理委員会、
金融庁、消費者庁、復興庁、総務省、法務省、
外務省、財務省、文部科学省、厚生労働省、農
林水産省、経済産業省、国土交通省、環境省及
び防衛省で外局及び附属機関その他の機関並び
に地方支分部局を含む。
別記２ 競争参加地域及び都道府県名
 北海道：北海道
 東北：青森県、岩手県、宮城県、秋田県、
山形県、福島県
 関東・甲信越：茨城県、栃木県、群馬県、
埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、新潟県、
山梨県、長野県
 東海・北陸：富山県、石川県、福井県、岐
阜県、静岡県、愛知県、三重県
 近畿：滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、
奈良県、和歌山県
 中国：鳥取県、島根県、岡山県、広島県、
山口県
 四国：徳島県、香川県、愛媛県、高知県
 九州・沖縄：福岡県、佐賀県、長崎県、熊
本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県

 役務の提供等
広告・宣伝 写真・製図 調査・研
究 情報処理 翻訳・通訳・速記 ソ
フトウェア開発 会場等の借り上げ 賃
貸借 建物管理等各種保守管理 運送
車両整備 船舶整備 電子出版 防
衛用装備品類の整備 その他
 物品の買受け 立木竹（ただし、国有林
野事業で行う林産物の買受けを除く。） そ
の他

２ 資格審査の受付期間
令和01・02・03年度全省庁統一資格の資格審
査の受付は、令和４年３月31日まで随時申請に
より行う。
なお、「資格審査結果通知書」の有効開始年月
日は、資格を付与したときから有効となるため、
希望する調達案件の入札に間に合わないことが
あるので、余裕を持って申請すること。
３ 競争参加資格の申請
 インターネットの場合
ア 申請の方法 別記３に掲げるウェブサイ
トにアクセスし、必要事項を入力の上、次
の添付書類を送信すること。送信先の受付
機関での受付完了後、申請内容確認のメー
ルが、登録したメールアドレスあて送信さ
れる。
なお、添付書類は、申請内容確認のメー
ルに記載された受付機関あて郵送（書留郵
便）等することもできる。
 登記事項証明書の写し（法人の場合）
 財務諸表（法人の場合）又は営業用純
資本額に関する書類及び収支計算書（個
人の場合）
 次の各税についての未納税額のないこ
とを証明する納税証明書の写し（電子納
税証明書を含む。）（個人の場合はその３
の２、法人の場合はその３の３とする。）
Ａ 消費税及び地方消費税（法人及び個
人）
Ｂ 法人税（法人の場合）
Ｃ 所得税（個人の場合）

 持参又は郵送等の場合
ア 申請書の入手方法 「一般競争（指名競
争）参加資格審査申請書（物品製造等）」（以
下「申請書」という。）は、別記３に掲げる
ウェブサイトにアクセスし、申請書を出力
する。また、競争参加資格を得ようとする
者は、別表に掲げる申請場所において、無
料で申請書を入手することもできる。

なお、上記の方法以外で入手した申請書
での申請は不可とする。
イ 申請書の提出方法 申請書に本公示３
に掲げる書類を添え、別表に掲げる申請場
所のいずれか１か所に提出すること。
持参の場合の受付時間は、土日休日を除
く10時から16時（執務時間内に限る。）とす
る。郵送（書留郵便）等も可。

 申請書等の作成に用いる言語
ア 申請書及び財務諸表は、日本語で作成す
ること。なお、その他の書類のうち外国語
で記載のものは、日本語の訳文を付記し、
又は添付すること。
イ 添付書類のうち、金額欄については、出
納官吏事務規程（昭和22年大蔵省令第95号）
第16条に規定する外国貨幣換算率により日
本国通貨に換算し、記載すること。

４ 競争参加者の資格及びその審査
 競争に参加できる者の資格審査は、別記４
の項目ごとの実数に基づき付与数値を算定
し、その合計点をもって行う。
 競争に参加できる者の資格は、前記の合
計点により別記５の区分に基づいて格付けす
る。

５ 資格審査結果の通知
「資格審査結果通知書」により通知（申請書
に記載された住所で代表者あてに郵送等）する。
６ 資格の有効期間
資格を付与されたときから令和４年３月31日
までとする。改元前に資格を付与された場合は
「平成34年３月31日」と表記されているが、元
号を「令和」に読替えることとする。
７ 資格を発行しない場合及び取り消す場合
予算決算及び会計令第70条第３号に該当する
場合は、資格を発行しない。また、資格を取得
した者が有効期間の途中で同条同号に該当する
ことになった場合及び該当することが判明した
際は、資格を取り消すものとする。
８ 競争参加資格を有する者の名簿の公開及び資
格審査に関する照会先
別表に掲げる申請場所
競争参加資格を有する者の名簿（業者コード、
法人番号、本社住所、商号又は名称、代表者、
電話番号・ＦＡＸ番号、営業品目、等級・企業
規模等）は、別記３に掲げるウェブサイトにお
いて閲覧・ダウンロードすることができる。

また、申請者の同意がある場合、地方公共団
体に対し、入札参加資格審査のために申請情報
及び添付資料を提供することがある。

 会社更生法及び民事再生法開始に基づく更
生手続の決定等を受けた者の手続 有資格者
が「会社更生法（平成14年法律第154号）に
基づく更生手続開始の決定を受けた者」又は
「民事再生法（平成11年法律第225号）に基
づく再生手続開始の決定を受けた者」に該当
した場合は、次に掲げる書類各１部を添え、
別表に掲げる申請場所のいずれか１か所に速
やかに提出すること。
ア 更生手続開始決定書又は再生手続開始決
定書の写し

イ 許可決定に伴い定款、役員等に変更が
あった場合にはそれを証明する書類とし
て、登記事項証明書の写し
ウ 上記イに伴う競争参加資格審査申請書変
更届（物品製造等）
なお、書類の提出によりその資格が継続す
るが、各省各庁が詳細の現状把握を必要と判
断する場合には、各省各庁別にヒアリング等
を実施する場合がある。
 合併・分社等の場合の手続 有資格者に合
併、分社、個人から法人への変更等があった
場合は、本公示３の申請を改めて行うこと。
 廃業等の場合の手続 有資格者に廃業等
（廃業・倒産・破産）があった場合は、別表
に掲げる申請場所のいずれか１か所に速やか
に届け出ること。郵送（書留郵便）等も可。
 資格審査結果通知書の再発行 紛失等によ
る再発行依頼は、別表に掲げる申請場所のい
ずれか１か所に提出すること。
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